
◦南海電鉄「難波駅（中央出口）」より、徒歩約 12 分
◦地下鉄御堂筋線「なんば駅（5 号出口）」より、徒歩約 15 分
◦地下鉄御堂筋線・四つ橋線「大国町駅（1 号出口）」より、徒歩約 7 分
◦地下鉄堺筋線「恵美須町駅（1-B 出口）」より、徒歩約 7 分

●定　　員	 ：	今回募集枠 50 名（応募者多数の場合は抽選）
●対　　象	 ：	どなたでも
●受 講 料	 ：	無料
●申込方法	 ：	「FAX」、「郵送」または「E メール」のいずれかで、「連続セミ

ナー第 2 回」と明記し、①氏名（ふりがな）・年齢　②郵便番
号・住所　③電話番号（日中連絡のつくもの）をご記入の上、
7 月 8 日（水）必着で下記宛先までお申込ください。
※第 2 回のみのお申込となります。
※第 3 回以降のお申込につきましては、順次ホームページや

チラシで案内しますので、都度お申込ください。

URL：http://www.osakafu-u.ac.jp/extension/evt20150718.html
※携帯メールでの受付はしておりません。
※参加の可否（抽選の結果）は、開催日の約１週間前に連絡いたします。

●申 込 先	 ：	〒599 － 8531　大阪府堺市中区学園町1－1
大阪府立大学　現代システム科学域支援室「連続セミナー」係
E-mail：3s-sem@ml.osakafu-u.ac.jp
TEL：072-254-7361（ダイヤルイン）　 FAX：072-254-9925

※お申込の際の個人情報は、応募後の問合せ連絡、統計資料作成、並びに本学公開講座の案内以外は一切使用いたしません。

平成 27年7月18日（土） 14：00 〜15：30（受付 13：30 〜）

コストマネジメントの実際
：コスト情報を使いこなす
講師：山本浩二 現代システム科学域　

マネジメント学類　教授

【講演概要】コスト（原価）って
何でしょうか。企業の利益を計
算するためには、製品原価の計
算が必要です。「この製品、そん
なに高いの？原価はもっと安いん
じゃないの？」これは製品原価
のことです。しかし、コストって
いうのは製品原価だけではあり
ません。企業や組織のマネジメ
ントに役立つためには、いろい
ろなコストの情報が使われます。
たとえば、品質コストや環境コス
トといったものがあります。人や
モノなど資源を使うとそこにはコ
ストが発生します。セミナーでは、
いろいろなコストの考え方とその
情報の利用の仕方をお話ししま
す。

＜略歴＞
1954年大阪生まれ。神戸大学大
学院経営学研究科博士後期課
程単位取得退学。1983年香川大
学商業短期大学部講師・助教授
を経て、1988年大阪府立大学経
済学部助教授。1996年大阪府
立大学経済学部教授。2012年よ
り現職。元経済学部長（2010～
2011年度）。

＜研究紹介＞
戦略的コストマネジメントを中心とした管理会
計・マネジメントシステムを研究しています。
管理会計情報は、企業の経営計画や業績管
理などに不可欠な情報ですが、今日では、自
治体や病院など非営利組織にとっても有用
な情報となっています。組織のサステナビリ
ティのためには、コストのマネジメントが必要
です。主な著書に、『原価計算の導入と発展』
（森山書店）（編著）2010年、『原価計算の
知識第2版』（日経文庫）（共著）2012年。

第2回

I-site なんば （南海なんば第 1ビル 2 階）
大阪市浪速区敷津東 2-1-41

堺市・大阪府立大学産学官連携人材育成事業

持続可能な現代社会の創造に向けて平成
27年度

連続
セミナー

※駐車場・駐輪場はありません。　※建物北側（ZEPP なんば側）の大阪府立大学専用入口からお入りください。

大阪府立大学では、現代社会における様々な問題を多面的に捉え、持続可能な社会の構築に向け課題
解決できる人材の育成を目指しています。また、持続可能な発展のための教育（ESD）そのものを教
育・研究目的の 1つとしています。これらの教育内容は、堺エコロジー大学が目指す「持続可能な環
境共生都市の構築」に向けた環境教育・環境学習の理念と一致することから、堺市との連携により連
続セミナーを行っています。これらを担う本学現代システム科学域、地域保健学域の教員を講師陣と
し、「持続可能な現代社会の創造に向けて」という共通テーマで連続セミナー（全 6回）を開催し、
大阪府立大学が持つ知識・技能を広く市民の方に還元したいと思います。
　今年度、平成 25 年度から開催してきた連続セミナーもいよいよ 3年目となり、ひとまず最終年度
を迎えます。ご参加をお待ちしています。



第２回「コストマネジメントの実際：コスト情報を使いこなす」申込書

平成27年度 連続セミナー

平成27年度 連続セミナー 第2回申込　

※お名前

ふりがな

※年齢

※住所

ふりがな

〒

※TEL
（日中連絡のつくもの） FAX

問合せ先：072－254－7361

平成 27年7月8日（水） 必着
下記の3つの方法からお選びください。
※応募多数の場合は抽選となります。

申込締切

申込方法

FAXでの申込

郵送での申込

メールでの申込

本申込書に必要事項（※は必須記入項目）をご記入の上、
072-254-9925 まで FAXをお送りください。

必要事項（※は必須記入項目）をご記入の上、「連続セミナー 
第2回」と明記し、下記宛に郵送でお送りください。

〒599－8531　大阪府堺市中区学園町1－1
大阪府立大学　現代システム科学域支援室

「連続セミナー」係

下記メールアドレスに必要事項を記入し、メールを送信してく
ださい。件名に「連続セミナー第2回」と入れてください。

E-mail：3s-sem@ml.osakafu-u.ac.jp

※は必須記入項目


